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1 流れる水の おもな 3つの 働きは?

ア 発芽・成 長・受粉 イ 蒸 発・ろ過・じょうりゅう ウしん食・運ぱん・たい積

エ反射・くっ折・分解 こたえ 

2 石が 角ばって いるか 丸いかで、おもに 分かる ことは?

アその 日の 天気 イどれくらい 長く 運ばれて きたか ウ 川の 魚の 種類

エ 川の 水の 温度 こたえ 

3 土の 山に 水を 流す 実験で、水の 量を 増やすと?

ア 何も 起きない イ 水が 減る ウ 土が 凍る エしん食や 運ぱんの 働きが 大きく なる

こたえ 

4 同じ 実験で、曲がった ところの 内側では 何が 見られる?

ア 運ばれた 土が 積もる イ 土が 深く けずられる ウ 旗が すぐ たおれる

エ 水が 逆 向きに 流れる こたえ 

5 川の 水が 増えて、岸から あふれ出す ことを 何という?

アつ波 イこう水 ウ 高潮 エかんばつ こたえ 

6 雨どいから 落ちる 雨水が、地面に くぼみを 作るのは どの 働き?

アしん食 イたい積 ウ 蒸 発 エ 運ぱん こたえ 

7 河口 近くに 積もる 粒は、上 流と 比べて?

アすべて 同じ 大きさ イ 小さくて 細かい(砂やどろ) ウ 石は 積もらない

エ 大きくて 角ばった 岩 こたえ 

8 川の 曲がっている ところの 内側は どうなっている?

ア 流れが 遅く、川原が できやすい イうずが まく ウ 流れが 速く、がけに なりやすい

エ 深い 谷に なる こたえ 
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9 川が 流れ出す、一番 上 流の ところを 何という?

ア 中 流 イ 源 流(水源) ウ 河口 エ 三角州 こたえ 

10 流れる水の 働きで できた 地形の 例は?

ア 氷河 イ火山 ウ V字谷・扇状地・三角州 エさばく こたえ 

11 川の 上 流の 石の 特ちょうは?

ア 四角く 切られている イ 大きくて 角ばっている ウ 小さくて 丸い

エすべて 砂に なっている こたえ 

12 山から 海へ 向かう 順に 正しく 並べた ものは?

ア 上 流 → 下流 → 中 流 → 河口 イ 下流 → 中 流 → 上 流 → 河口

ウ 上 流 → 中 流 → 下流 → 河口 エ 中 流 → 上 流 → 下流 → 河口 こたえ 

13 川が 海や 湖に 流れこむ ところを 何という?

ア 源 流 イ 上 流 ウ 河口 エ 支流 こたえ 

14 下流の 川の まわりに 広がる 土地は?

ア 切り立った がけ イ 深い 谷 ウ 広い 平地 エ 高い 山 こたえ 

15 大雨で、土や 石が 水と いっしょに 一気に 流れ下る 災害を 何という?

ア 土石流 イ 竜巻 ウなだれ エ 高潮 こたえ 

16 雨の 後、道の 水たまりの 底に 細かい どろが たまるのは どの 働き?

ア 運ぱん イたい積 ウしん食 エ 蒸 発 こたえ 

17 大雨で 水が 増えた 川で、ふだんは 動かない 大きな 石まで 動くのは なぜ?

ア 流れが 速く、運ぱんの 力が 強く なるから イ 水が 冷たく なるから

ウ 石が 軽く なるから エ 川はばが せまく なるから こたえ 

18 土砂が 一気に 流れ出るのを 防ぐため、谷に 作る ダムは?

ア 水路 イていぼう ウ 発電ダムだけ エ 砂防ダム こたえ 
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19 川の まっすぐな ところで、流れが いちばん 速いのは?

ア 浅い 岸ぎわ イ 川の まん中 あたり ウ 両 方の 岸の 近く エ 水草の しげる 岸べ

こたえ 

20 流れる 水が 土地を 変える 様子として 正しいのは?

ア 土地は まったく 変えない イ 長い 年月を かけて 少しずつ 変える

ウ 晴れた 日に 大きく 変える エ 1日で 山を 平らに する こたえ 
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こたえ　しょう5 りか「流れる 水の 働き」 その2

1  ウ しん食・運ぱん・たい積

2  イ どれくらい 長く 運ばれて きたか

3  エ しん食や 運ぱんの 働きが 大きく なる

4  ア 運ばれた 土が 積もる

5  イ こう水

6  ア しん食

7  イ 小さくて 細かい(砂やどろ)

8  ア 流れが 遅く、川原が できやすい

9  イ 源流(水源)

10  ウ V字谷・扇状地・三角州

11  イ 大きくて 角ばっている

12  ウ 上流 → 中流 → 下流 → 河口

13  ウ 河口

14  ウ 広い 平地

15  ア 土石流

16  イ たい積

17  ア 流れが 速く、運ぱんの 力が 強く なるから

18  エ 砂防ダム

19  イ 川の まん中 あたり

20  イ 長い 年月を かけて 少しずつ 変える


